
疏1岩月に窃
第　 23　号

平成12年（2000年）4月

発行　宇治市国際親善協会
事務局　〒611－8501宇治市宇治琵琶33宇治市役所秘書課内

電　話　0774－22－3141（内線2057）　ＦＡＸ　20－8776

、∴Ｊ‾・，∴‾Ｉ∴‾1、∴、こ二！、こ：：、∴・‾、、・．ｉ，，∴こ．ごニ∵．‘・1‾－・．－‘．Ｈ、！Ｊ∴・「・．二．1．∴こ∴∴二二こニ‘・こ．ヰーこ、・ｉ∴．1∴二∴二∴∴∴こ‾・‾・∴‾・1、、∴∴、－、し、

姉
妹
都
市
山

外
国
の
方
々
と
交
流
す
る
に
は
、

様
々
な
キ
ッ
カ
ケ
が
あ
り
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
宇
治
市
が
外
国
の

三
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ば
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
友
人
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

友
人
と
の
お
付
き
合
い
は
、
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、
我
が
家

に
迎
え
る
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
か
ら
来
ら
れ
た
ビ
ル
・
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
氏
は
、
長
野
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
カ
ー
リ
ン
グ
の
公

式
審
判
員
で
し
た
。
プ
レ
五
輪
参

加
後
、
カ
リ
ブ
大
学
の
理
事
も
務

め
ら
れ
る
関
係
で
、
宇
治
市
と
文

教
大
学
、
立
命
館
宇
治
高
校
を
訪

問
さ
れ
、
我
が
家
に
滞
在
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
（
一
九
九

八
年
）
　
二
月
の
本
番
に
、
カ
ナ
ダ

か
ら
は
唯
一
人
の
審
判
員
と
し
て

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
副
会
長

来
日
さ
れ
、
試
合
終
了
後
に
再
び

我
が
家
を
訪
ね
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
ま
で
な
じ
み
が
な
か
っ
た
カ
ー

リ
ン
グ
と
い
う
ゲ
ー
ム
も
、
彼
の

お
か
げ
で
興
味
深
く
観
戦
す
る
こ

と
が
で
き
、
彼
の
姿
が
テ
レ
ビ
に

映
し
出
さ
れ
る
と
拍
手
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
彼
が
我
が

家
に
着
か
れ
て
か
ら
は
、
記
念
品

を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
内
輪

話
を
聞
い
た
り
、
閉
会
式
は
一
緒

に
テ
レ
ビ
鑑
賞
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
宇
治
、
京
都
、
奈
良
の
文

化
財
を
訪
ね
た
り
、
侍
の
カ
ツ
ラ

を
試
着
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

日
本
文
化
の
紹
介
に
努
め
ま
し
た
。

長
　
束
　
元
　
和

彼
か
ら
は
、
自
宅
周
辺
の
大
自
然

や
家
族
の
こ
と
、
生
活
習
慣
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
今
で
も
近
況
を

知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
　
ま
た
、

昨
秋
（
一
九
九
九
年
）
十
月
に
は
、

カ
ム
ル
ー
プ
ス
公
立
教
育
に
た
ず

さ
わ
る
ケ
ン
・
ハ
ウ
ス
氏
が
宇
治

市
と
教
育
関
係
機
関
を
訪
問
さ
れ
、

我
が
家
も
訪
ね
て
下
さ
い
ま
し
た
。

彼
と
は
、
宇
治
大
田
楽
を
見
学
い

た
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
交
流
は
、
行
政
問
か

ら
市
民
へ
と
発
展
し
て
こ
そ
、
真

の
国
際
交
流
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
十
二
年
度

総

会

の
お
知
ら
せ

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
で
は
、

平
成
十
二
年
度
総
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

総
会
は
、
当
協
会
の
歩
む
べ
き

方
向
を
決
定
し
て
い
た
だ
く
、
ま

た
、
会
員
の
皆
様
方
の
国
際
交
流

へ
の
熱
き
恩
い
や
ご
意
見
を
い
た

だ
く
き
わ
め
て
重
要
な
会
議
で
す
。

よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
協
会
の
所
期

の
目
的
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

圏
＝
凰

日

　

時
平
成
十
二
年
四
月
二
九
日
（
土
）

午
後
二
時
三
〇
分
か
ら

場
　
所
宇
治
市
役
所
八
階
大
会
議
室

会
費
の
納
入
は
、
で
き
る
だ
け

早
い
う
ち
に
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
は
協
会
の
血
で
あ
り
栄
養

で
す
。
こ
れ
が
な
い
と
、
会
の
運

営
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
日
ソ
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

九
日
に
か
け
て
「
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
の
さ
よ
う
な
ら
訪
問
」

と
し
て
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市

長
公
式
訪
問
団
〓
付
（
十
名
）
　
が
宇
治
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
で
は
、
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ

ワ
ー
市
長
が
市
長
と
し
て
、
公
式

に
宇
治
市
を
訪
問
さ
れ
る
最
後
の

機
会
だ
と
い
う
こ
と
で
、
協
会
主

催
の
歓
迎
会
を
催
し
た
ほ
か
、
次

の
よ
う
な
日
程
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

協
会
と
し
て
、
単
独
で
初
め
て

行
い
ま
し
た
歓
迎
会
で
は
、
久
保

田
勇
宇
治
市
長
、
小
牧
直
人
宇
治

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
宇
治
市

議
会
議
員
、
協
会
会
員
約
百
八
十

名
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー

市
長
が
、
「
宇
治
は
す
ば
ら
し
い

街
だ
。
宇
治
と
友
好
交
流
で
き
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
両
市

の
交
流
は
、
世
界
一
だ
。
ま
た
、

い
つ
か
姉
妹
都
市
宇
治
を
訪
れ
た

い
。
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

和
太
鼓
、
邦
楽
演
奏
、
沖
縄
エ

イ
サ
ー
の
す
ば
ら
し
い
演
技
に
国

境
を
越
え
て
感
動
し
、
握
手
す
る

も
の
、
抱
き
合
う
も
の
な
ど
、
過

去
九
年
間
の
友
好
交
流
の
絆
の
深

さ
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
が
市

長
の
任
期
最
後
の
日
に
書
い
て
送
っ

て
い
た
だ
い
た
手
紙
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

拝
啓本
日
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
長
と
し

て
の
最
後
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
先
日
訪
問
し
た

宇
治
の
公
式
訪
問
団
員
へ
の
心
暖

ま
る
歓
迎
に
対
し
ま
し
て
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
公
式
訪
問

団
員
は
こ
の
宇
治
で
の
体
験
を
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
両
市
が
友
好
姉
妹
都
市
締
結

を
結
ん
で
以
来
、
私
に
と
っ
て
大

変
意
義
深
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。
（
　
省
　
略
　
）

数
多
く
の
宇
治
市
民
の
方
々
が

私
た
ち
の
宇
治
滞
在
中
、
各
地
で

案
内
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
お
一
人
お

一
人
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
の

☆カムループス市公式訪問団日程☆

10／22　醍醐プラザホテル到着

10／23　奈良公園・東大寺見学

法隆寺見学

歓迎晩餐会（当協会主催）
10／24　植物公園見学

平等院見学

対鳳庵にてお茶体験

源氏物語ミュージアム見学

10／25　市役所表敬訪問

商工会議所表敬訪問
京都文教大学表敬訪問

ショッピング

歓迎晩餐会（宇治市主催）
10／26　嵐山公園見学

金閣寺見学

平安神官見学
クラフトセンター

10／27　大阪市内見学
10／28　黄葉山萬福寺にて座禅体験

宇治川畔散策

10／29　売電湖観光・見物

宇治市出発

で
す
が
、
一
緒
に

過
ご
し
た
時
間
も

短
く
、
皆
様
の
住

所
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。日
本
で
の
滞
在

中
私
た
ち
が
受
け

た
数
々
の
歓
迎
、

親
切
、
友
情
に
重

ね
ま
し
て
心
よ
り

深
く
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
将
来
私
た
ち

の
友
好
関
係
が
限

り
無
く
永
続
い
た

し
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

お
手
紙
で
も
わ
か
り
ま
す
よ
う

に
、
ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
の

公
式
訪
問
団
一
行
は
、
宇
治
市
訪

問
を
大
変
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
長
と
し
て
宇
治
市
を
訪

問
さ
れ
る
の
は
こ
れ
で
最
後
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
何
ら
か

の
形
で
宇
治
市
と
関
わ
り
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
と
恩
い
ま
す
。
長

い
間
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ブ
ラ
ン
チ
フ
ラ
ワ
ー
市
長
は
、

昨
年
、
十
二
月
に
市
長
職
を
ご
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
市
長
に
は
、
メ
ル
・
ロ
ー

ゼ
ン
バ
ー
ガ
ー
氏
が
就
任
さ
れ
ま
．

し
た
。
同
氏
は
、
一
九
八
九
年
の

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
調
査
団
の
一
員

と
し
て
釆
宇
さ
れ
て
い
ま
す
。
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熱
烈
歓
迎
日
本
宇
治
市

平
成
十
一
年
十
月
七
日
か
ら
十

四
日
に
か
け
て
、
久
保
田
宇
治
市

長
を
団
長
と
す
る
成
陽
市
公
式
訪

問
団
が
友
好
都
市
・
威
陽
市
な
ど

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参

加
者
は
、
行
政
訪
問
団
　
（
十
二
日

ま
で
）
　
が
四
名
、
市
民
訪
問
団
が

八
名
の
計
十
二
名
で
し
た
。

帰
国
後
、
参
加
さ
れ
た
関
河
嘉

蔵
さ
ん
か
ら
、
「
中
国
陳
西
省
成

陽
市
へ
の
友
好
訪
問
と
中
国
旅
行
」

と
題
し
た
旅
行
記
を
当
協
会
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
記
は
、

数
々
の
資
料
と
写
真
を
交
え
た
約

四
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
も
の
で
、

成
陽
市
訪
問
の
様
子
が
と
て
も
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
元

に
、
今
回
の
成
陽
市
訪
問
の
様
子

を
お
伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

十
月
七
日

上
海
で
入
国
手
続
き
を
済
ま
せ

た
後
、
明
、
清
代
の
建
築
の
特
徴

が
生
か
さ
れ
た
庭
園
濠
園
と
上
海

博
物
館
を
訪
ね
た
。
上
海
博
物
館

は
、
新
石
器
時
代
か
ら
現
代
に
至

る
貴
重
な
文
物
が
約
十
万
点
以
上

も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

西
安
空
港
に
二
十
時
に
着
。

十
月
八
日

威
陽
市
人
民
政
府
を
表
敬
訪
問
。

こ
の
日
訪
問
し
た
企
業
や
街
の
主

要
な
道
路
に
は
次
の
よ
う
な
歓
迎

の
幕
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

「
熱
烈
歓
迎
日
本
宇
治
市
久
保
田

勇
市
長
率
団
訪
問
我
市
」

午
後
、
茂
陵
と
茂
陵
博
物
館
を

訪
問
し
た
。
茂
陵
は
前
漠
第
五
代

武
帝
劉
徹
を
埋
葬
し
た
方
形
の
陵

墓
で
あ
る
。
茂
陵
博
物
館
の
展
示

ケ
ー
ス
に
は
、
前
漠
時
代
の
陶
器
、

青
銅
器
な
ど
出
土
器
が
展
示
。

十
月
九
日

唐
時
代
の
皇
帝
十
八
の
陵
墓
は

滑
水
の
北
側
の
黄
土
大
地
に
二
〇

〇
キ
ロ
の
長
さ
に
造
営
さ
れ
て
き

た
。
博
物
館
に
は
昭
陵
の
広
大
な

領
域
内
の
出
土
文
物
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

夕
方
ま
で
、
乾
陵
の
視
察
と
研

修
を
し
た
。
乾
陵
は
、
唐
三
代
皇

帝
高
宗
と
則
天
武
后
の
合
葬
陵
で

あ
る
。
こ
れ
を
中
心
に
乾
陵
の
博

物
館
が
あ
る
が
、
唐
十
八
陵
の
中

で
博
物
館
施
設
を
も
ち
、
一
般
に

公
開
し
て
い
る
の
は
昭
陵
と
乾
陵

だ
け
で
あ
る
。

州
は
「
天
に
極
楽
あ
れ
ば
地
に
蘇

州
あ
り
」
と
詠
わ
れ
た
景
勝
地
。

水
路
が
多
く
、
独
特
の
雰
囲
気
を

持
っ
た
街
で
東
洋
の
ベ
ニ
ス
と
も

い
う
。

日

西
安
空
港
を
小
型
プ
ロ
ペ
ラ
機

で
黄
山
空
港
へ
出
発
。
末
代
の
名

残
を
深
く
す
る
古
都
屯
漠
の
観
光

を
し
な
が
ら
黄
山
の
山
麓
ま
で
バ

ス
で
直
行
。

十
月
十
一
日

黄
山
へ
の
登
山
。
あ
い
に
く
の

小
雨
で
周
囲
の
山
々
は
視
界
が
悪

く
、
不
運
を
嘆
く
。
古
来
よ
り
こ

の
山
の
美
し
さ
は
李
白
な
ど
に
よ

り
讃
え
ら
れ
、
現
在
で
は
世
界
文

化
遺
産
と
な
り
世
界
中
に
有
名
に

な
っ
て
い
る
。

バ
ス
の
車
窓
よ
り
上
海
市
内
観

光
後
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
。

多
く
の
楽
し
い
患
い
出
を
胸
に
上

海
を
出
発
し
、
空
路
日
本
へ
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
載

せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
非
常
に

残
念
で
す
。
貴
重
な
旅
行
記
を
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
日

日
の
出
を
見
る
為
に
五
時
前
に

起
床
し
、
ホ
テ
ル
を
出
発
。
幸
い

美
し
い
日
の
出
が
昇
る
黄
山
の
魅

力
を
満
喫
す
る
。

午
後
、
屯
漠
の
街
へ
着
く
。
宋
、

民
明
代
か
ら
の
商
家
が
残
る
商
店

街
で
の
買
い
物
を
楽
し
む
。

飛
行
機
で
上
海
空
港
へ
。

二
日

バ
ス
で
蘇
州
へ
出
発
す
る
。
蘇

宇
治
市
と

永
遠
の
交
流
を

十
一
月
十
三
日
か
ら
十
八
日
に
、

甘
健
知
さ
ん
　
（
政
治
協
商
会
議
成

陽
市
委
員
会
副
主
席
）
を
団
長
と

す
る
成
陽
市
友
好
訪
問
団
（
五
名
）

が
宇
治
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
甘
健
知
さ
ん
の
他

成
陽
市
交
通
局
長
の
季
長
淑
さ
ん
、

成
陽
市
地
方
志
弁
公
室
主
任
の
任

清
芳
さ
ん
、
ほ
か
成
陽
市
外
事
雛

公
室
の
二
名
で
し
た
。

唯
一
女
性
の
季
長
淑
さ
ん
は
、

建
設
、
都
市
整
備
等
を
担
当
さ
れ

て
い
て
、
近
年
威
陽
市
の
市
街
地

整
備
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
に
大

変
自
信
を
も
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

訪
問
中
、
一
行
は
宇
治
市
役
所

と
商
工
会
議
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

市
役
所
で
は
、
百
名
近
い
市
民
ら

の
歓
迎
を
、
ま
た
、
商
工
会
議
所

で
も
、
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
全
て
の
皆
さ
ん

が
「
宇
治
は
素
晴
ら
し
い
」
を
連

発
さ
れ
、
特
に
秋
満
喫
の
宇
治
川

畔
の
景
観
に
感
激
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
市
営
茶
室
の
対
鳳
庵
で
は
、

茶
道
連
盟
の
先
生
の
明
瞭
な
説
明

も
あ
っ
て
「
お
い
し
い
宇
治
茶
」

を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
　
今
回
も

す
ば
ら
し
い
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
訪
問
団
の
皆
さ
ん
も
大
変

満
足
さ
れ
て
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

そ
の
後
、
甘
健
知
さ
ん
か
ら
お

礼
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

「
こ
の
訪
問
の
問
、
大
変
熱
烈
な

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
色
々
な
所

へ
行
き
、
宇
治
市
民
と
素
晴
ら
し

い
交
流
を
持
ち
ま
し
た
。
我
々
一

行
は
大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宇

治
市
と
の
永
遠
の
交
流
を
願
っ
て

い
ま
す
。
」
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し
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
平
成
十
一
年
十
一
月
二
十

七
日
～
二
十
八
日
に
　
「
き
ょ
う
と

探
訪
留
学
生
ツ
ア
ー
（
留
学
生
交

流
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
）
」
　
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
留
学

生
の
国
籍
は
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル

や
ド
イ
ツ
、
ケ
ニ
ヤ
な
ど
二
十
一

か
国
に
お
よ
び
、
実
に
様
々
で
し

た
。
二
日
間
と
い
う
非
常
に
短
い

期
間
で
し
た
が
、
留
学
生
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
い
い
思
い
出
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

ッ
ア
ー
後
、
留
学
生
と
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
に
感
想

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

に
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宇
治
茶
歴
史
見
学

・
抹
茶
と
お
菓
子
が
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
。

・
す
ば
ら
し
い
お
も
て
な
し
だ
っ

た
。

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留

学
生
の
み
な
さ
ん
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
＆
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。
・
留
学
生
の
友
達
が
た
く
さ
ん
で

き
た
。

・
何
年
か
ぶ
り
に
バ
レ
ー
を
し
た
。

・
と
て
も
神
秘
的

・
み
ん
な
一
緒
に
静
か
に
座
っ
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
。

★きょうと探訪留学生ツアー日程★
1日目10：15　宇治茶の歴史見学

（上林記念館）
13：00　宇治市総合野外活動

センター見学
15：00　ホストファミリーとの

対面式
16：20　ホームステイ

2日目11：00　座禅体験
（黄築山萬福寺）

13：00　平等院見学
14：30　源氏物語ミュージアム

見学

ま
だ
足
が
い
た
い
。

平
等
院

・
本
堂
に
入
れ
な
か
っ
た
の

が
残
念
。

・
ガ
イ
ド
が
英
語
で
話
す
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

も
っ
と
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
、
日
本

語
の
説
明
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
、

と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

一
番
の
思
い
出
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

た
っ
た
一
晩
で
し
た
が
、
多
く

の
参
加
者
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
一

番
の
思
い
出
に
挙
げ
ま
し
た
。

留
学
生
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
感
想
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

チ
ャ
ー
ま
じ
り
の
会
話
が
通
じ

た
時
は
本
当
に
心
が
あ
た
た
か

く
な
っ
た
。

・
お
互
い
の
知
ら
な
い
国
に
つ
い

て
聞
け
た
こ
と
は
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

参
加
し
た
留
学
生
が
様
々
な
国

籍
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
も
、
経

験
が
二
十
回
以
上
か
ら
初
め
て
の

方
ま
で
様
々
で
し
た
。
し
か
し
、

み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し

な
が
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ま
た
、
意
外
と
お
互
い
の
国
に

つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
で
、
こ
の
企
画
が
今
後
の

国
際
理
解
の
第
一
歩
に
な
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ユ
ー
ジ
ア
ム

・
小
説
を
が
ん
ば
っ
て
読
み

た
い
。

・
映
画
は
芸
術
的
だ
っ
た
。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

み
な
さ
ん
宇
治
市
内
の
観

光
を
非
常
に
楽
し
ま
れ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
他
、
時
間
が

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も

親
切
だ
っ
た
。

・
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。

・
お
母
さ
ん
の
料
理
は
お
い
し
か

っ
た
。

・
週
末
を
過
ご
せ
て
幸
せ
。

・
機
会
が
あ
れ
ば
い
つ
か
訪
ね
た

い
。

・
一
泊
二
日
で
は
短
い
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
危
な
っ
か
し
い
英
語
と
ジ
ェ
ス

日
本
人
は
四

方
が
海
で
あ
る

地
理
的
条
件
、

ほ
ぼ
単
一
民
喝

単
二
一
豆
和
、
或

い
は
宗
教
的
に

も
概
ね
画
一
的

な
環
境
で
過
ご

し
た
長
い
歴
史

が
あ
る
た
め
に
、
異
民
族
と
の
交

流
機
会
や
経
験
が
極
端
に
少
な
か
っ

た
よ
う
に
恩
わ
れ
ま
す
。
▼
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
伝
統
文
化
の
醸
成
、

協
調
性
の
あ
る
国
民
性
を
育
む
の

に
意
義
あ
る
時
間
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
▼
従
っ
て
「
国

際
交
流
」
や
「
国
際
親
善
事
業
」

を
と
り
わ
け
賞
賛
す
る
気
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
最
近
の
社
会
の
流
れ

か
ら
見
る
と
、
外
国
の
方
々
と
の

交
流
が
年
毎
に
身
近
な
事
柄
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

▼
自
分
の
経
験
し
な
か
っ
た
文
化

や
、
考
え
方
に
出
会
う
の
も
楽
し

い
こ
と
で
あ
り
、
或
い
は
必
要
な

時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
▼
「
宇
治
市
国
際
親
善
協

会
」
は
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
市

民
の
方
々
に
国
際
交
流
の
機
会
を

提
供
す
る
」
よ
う
な
活
動
を
し
た
▼

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
▼
貴
方

も
一
度
、
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
（
今
川
）
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